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（使用状態の参考例）

P-600AL-3 の特徴

●前輪から縦吊りすることで，専有面積を最も抑えて
　2 台の自転車を収納可能
●車種やホイールサイズを問わないユニバーサル設計
●軽量で錆びないアルミ製支柱は従来より 200mm 延長
　され，より大型の自転車にも対応
●新型クランプにより，簡単かつしっかりとアタッチ
　メントを保持
●自立式スタンドのためどこにでも設置可能
●前輪フックにはリムを傷つけないプロテクタを装備
●最大荷重 50kg まで
　（片側のみの場合はバランスが悪化するため 20kg まで）

注意していただきたいこと

●通常の２輪自転車専用です。タンデム車やリカンベント，
　ロングテール車ではお使いいただけない場合があります
●必ず平坦で水平な床の上に設置してください。また各脚
　のアジャスタは正しく調整し，5 ヶ所の接地点が同時に
　床に接するようにしてください
●片側にだけ自転車を掛ける際は偏荷重状態になるため
　転倒させないようバランスに注意してください
●クランプはアルミ製で軟らかいため，アタッチメントを
　クランプに止めるボルトはあまり強く締め込みすぎない
　でください
●アタッチメントを確実に固定するため，クランプのボル
　トの締め込み順序は正しく行なってください
●転倒による事故を防止するため，できるだけ背面が壁に
　なる場所に設置するようにしてください
●同じく転倒防止のため，オプションの各種アタッチメン
　トは支柱背面には装着しないでください
●前輪フックから吊った状態で，後輪が床面や脚に接地
　してしまわない高さに設定してください
●後輪フックは自転車を固定するものではありません。
　重量バランスにより斜め後方に傾いてしまう自転車を
　手前に引っ張る役目をするのみです
●後輪から吊り下げることもできますが，ハンドルバーが
　張り出してくるのに引っかからないように注意してくだ
　さい
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脚補強ステー

後ろ脚

右前脚

アジャスタ

脚取付板

組み立てに必要な工具

ボルト形状の違いと呼称

まず最初に脚取付板に左右の前脚を取り
付けます。

前脚を逆V字型に置きます。
角パイプ製の脚のそれぞれ内側に脚補強
ステーがあるようにしてください（図 A)。

角パイプの脚自体は右側左側いずれも同
じものを兼用して使用していますので，
固定用ボルトを通す孔はいずれも右側が
大きく，左側が小さくなっています。
このことを正しく認識してください。

＜右脚＞
外側の大きい方の孔からパイプカラー
を挿入し，そこに平ワッシャを通した
M6x35 ボルト（タイプ A）を通し，脚取
付板を通してからナイロンナットをねじ
込んで締め込む（図 B）。

＜左脚＞
まず内側の大きい方の孔からパイプカ
ラーを通しておき，次に反対側（外側）
の小さい方の孔から平ワッシャを通した
M6x35 ボルト（タイプ A）を通し，脚取
付板を通してからナイロンナットをねじ
込んで締め込む（図 B)。

ナイロン
ナット

パイプカラー
( 外から挿入 )

平ワッシャ

左前脚 前脚を装着した脚取付板の後ろのスペー
スに，アジャスタを下にした状態で後ろ
脚を置き，K字型に配置します。
その上から支柱取付板をかぶせ，手前側
（中心側）の孔に平ワッシャを通した
M6x45 ボルト（タイプＡ）を挿入し，
ナイロンナットで仮止めします。（図 C）

支柱
取付板

M6x45 ボルト（タイプＡ）

後ろ脚

もう１本のM6x45 ボルト（タイプＡ）
に平ワッシャを通し，後ろ側の孔に挿入
して後ろ脚を貫通させ，ナイロンナット
でしっかりと締め付けます。
手順２の手前側のボルトもここでしっか
りと締め込みます（図D）。

M6x45
ボルト

（タイプ A）

後ろ補強脚を支柱裏側にあてがいM6x18
ボルト（タイプＢ）２本で支柱を貫通さ
せて支柱取付板にねじ込みます（図 F)。

このボルトは今はまだ仮止めだけにして
おいてください。 後ろ補強脚

M6x18 ボルト
（タイプＢ）

支柱

M5 六角レンチ（添付します）　	 1 本
10mm スパナ（添付しません）　	 1 本
13mm スパナ（添付しません）　	 1 本

M6x35 ボルト（タイプ A）

脚取付板

ナイロン
ナット

（図 B）

（図 C）

（図 D）

（図 E）

（図 F）

ナイロン
ナット

4 脚に支柱を立てます。
支柱は２つ孔のある方が下になります。
支柱取付板の湾曲した金具が支柱の中に
入るようにして支柱を差し込みます。
支柱取付板の金具が支柱の外側にあるの
は間違いです（図 E）。

平ワッシャ

平ワッシャ

P-600AL-3 の組み立て方

クランプ

＜知っておいてもらいたいこと＞
この商品に使われているナットは「ナイロンナット」といって，ボルトが緩んで
こないようにナイロン製のリングを封入したタイプを採用しています。
このナイロンナットは指だけでは締まりません。必ずスパナを使用してください。

ボルトの長さは，頭を除いたネジ部分（胴体部分）の寸法のことを示します。
　例）　M6x35 ＝ネジ径が 6 ミリで胴部分の長さが 35 ミリあるということ

（図 A)
支柱
取付板

パイプカラー
( 内側から挿入 )
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1 クランプは，1本アーム側が右
側，2本アーム側が左側になる
ようにして支柱に巻き付けます
（図 J)。

2 3 本のアームを組み合わせてで
きた孔にピボットピンを通しま
す。ピボットピンはクランプの
下側から挿入し，上からボルト
で吊り上げます（図 K)。
最初はまだ仮止めにしておいて
ください。

3 クランプの横からクランプ締め
付けボルトをねじ込み，M5六
角レンチを使ってしっかりと締
め込みます（図 L)。

4 最後に，仮止めしておいたピ
ボットピン固定ボルトをしっか
りと締め込んで位置決めは終了
です。

M6x70ボルト
（タイプＡ）

次に前脚と支柱とを連結します。

脚補強ステーを２本とも支柱の方に持ち上げ，支柱の中間
にあいている孔のところまで移動させます。
このとき脚補強ステーの捻られた先端がお互いに平行にな
ることを確認してください。

M6x70 ボルト（タイプＡ），平ワッシャ，樹脂ワッシャ，
ナイロンナットで支柱に取り付けます。
樹脂ワッシャはいずれも支柱と脚補強ステーとの間に挟ま
れ，アルミ製支柱の傷と変形を防ぐのに使われますので，
忘れずに装着してください。

しっかりとねじ込んだら，前脚・後ろ脚・後ろ補助脚の合
計５ヶ所が同時に床に接地するように後ろ補強脚の高さを
微調整し，仮止めしてあったM6x18 ボルトをしっかりと締
め込みます（図 G）。

樹脂ワッシャ

脚補強ステー

上フックと下フックをそれぞれ支柱に取り付けます。
自転車１台につき上下フックが各１ヶ必要になります。
吊り下げる自転車の後輪が脚や床に触れない高さになるよ
う，上フックの位置を決めてください。

P-600AL-3 は背が高いので，ぐらつくと不安定になり，最
悪の場合転倒する恐れがあります。そのためできるだけ安
定して立たせる必要があります。
支柱が垂直に立ち，かつ５点とも同時に床面に接地する
ようアジャスタの長さを調整してから，ロックナットを
13mmスパナで脚側に締め込んで固定します（図M）。

平ワッシャ平ワッシャ

ナイロン
ナット

（図 G）

（図M）
ロックナット

アジャスタ

上フックは左右の自転車の
ハンドルバー同士が干渉し
ない程度に高さをずらして
セットする必要があります。

上フックは必ず支柱の真横
に取り付けてください。手
前や奥に斜めに取り付ける
と不安定になる原因となり
ます。

できるだけ自転車を垂直に
吊り下げるには後輪の位置
が重要です。後輪はフック
で手前に引っ張られて保持
されます。
フックが後輪の中央部分を
抱くように調整するのがコ
ツです。

後輪フックは動くのが普通
です。固定はできません。

（図H）

（図 I）

クランプの取り付け方
P-600AL-3 には新型のアルミ製クランプを採用しており，
より簡単にしっかりとアタッチメントを固定することがで
きます。
以下にクランプの取り付け方を示します（構造がわかりや
すいようにアタッチメントは省いてあります）。

（図 J）

（図 K）

（図 L）

ピボットピン

平ワッシャ

ピボットピン
固定ボルト

クランプ
締め付け
ボルト

アジャスタの調整

!
ピボットピン固定ボルトを先に締め込んでし
まうとアームが動かなくなり，クランプをしっ
かりと閉じられなくなってしまいます。
必ずクランプ締め付けボルト→ピボットピン
固定ボルトの順に締め込んでください。

M6x18 ボルト
（タイプ B）

M6x12 ボルト
（タイプ B）

!

ボルトの長さは正しいものを
使用してください。
間違えるとクランプを正しく
固定できなくなります。


